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会
員
数

岡 谷 地 区 231人（男性 180人・女性 51人）
下諏訪地区 253人（男性 157人・女性 96人）

計 484人（男性 337人・女性 147人）
令和2年2月29日現在

令和 2年 4月 1日　発行
公益社団法人岡谷下諏訪広域
シルバー人材センター

●岡谷市長地権現町四丁目11－ 50
　　TEL 0266 － 23 － 0760

　　URL https://webc.sjc.ne.jp/okaya/
　　E-mail osksc@po24.lcv.ne.jp
●下諏訪町 4613番地 8

　　TEL 0266 － 28 － 0890

第 128号

　　… 諏訪湖畔の桜と残雪の八ヶ岳連峰 …春
会員による 一人一会員入会運動

一人一仕事開拓運動を推進しましょう！



令和 2年 4月 1日　　（　2　）第 128 号 シルバーだより　み　ず　う　み
　
令
和
元
年
度
の
就
業
安
全
推
進
大
会

が
、
2
月
14
日
㈮
に
岡
谷
市
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ザ
マ
リ
オ
に
於
い
て
、
会
員
180
名

が
参
加
す
る
な
か
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
始
め
に
田
中
理
事
長
か
ら
認
識
の
甘

さ
か
ら
起
こ
る
事
故
が
多
い
。
自
分
の

行
動
を
見
直
し
て
対
策
を
取
っ
て
い
た

だ
き
、
就
業
先
と
の
人
間
関
係
を
大
切

に
し
て
、
円
滑
に
進
め
る
こ
と
も
安
全

管
理
の
一
歩
、
事
故
な
く
就
業
す
る
環

境
づ
く
り
が
大
切
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

挨
拶
に
続
き
佐
久
事
務
局
長
か
ら
、

令
和
元
年
度
の
事
業
経
過
報
告
が
さ

れ
、
そ
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
が
求
め
ら
れ
る

中
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、
会
員
の
増
強
に
協

力
願
い
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
交

通
教
育
と
ら
ふ
ぃ
っ
くSisters

」
が

交
通
安
全
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
上
演
。
歌
や
踊
り
を
交
え
て
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
な

ど
に
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　
今
井
岡
谷
市
長
と
役
員
と
の
懇

談
会
が
昨
年
の
12
月
19
日
㈭
に
岡

谷
市
中
央
町
の
メ
モ
リ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
理
事
長
か
ら
日
頃
頂
い
て

い
る
支
援
と
協
力
に
対
し
て
の
お

礼
と
、
当
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
説

明
し
、
岡
谷
市
か
ら
尚
一
層
の
支

援
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
井
市
長
か
ら
は
「
岡
谷
市
・

下
諏
訪
町
の
高
齢
者
を
取
り
巻
く

現
状
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
話

を
頂
き
そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
で
会
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
対
象
者
55
人
中
31
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
り
会

員
の
出
席
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

改
め
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
意
義
と
役
割
を
考
え
る
と

と
も
に
、
会
員
個
々
の
資
質
の

向
上
を
図
り
、
安
全
で
適
正
な

就
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
理
事
長
を
講
師
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
28
年
度
の
入

会
者
と
研
修
未
受
講
者
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

田中理事長のあいさつ

演題は「わ太郎 2019」

■

令
和
元
年
度  

就
業
安
全
推
進
大
会
■

岡谷市長との懇談会
今井市長の講話

田中理事長の講義

会員研修会
［1月19日（日）・20日（月）］
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◉
理
事
会
の
開
催
状
況

•
第
10
回
（
12
月
19
日
）

•
第
11
回
（
1
月
22
日
）

•
第
12
回
（
2
月
26
日
）

•
第
13
回
（
3
月
25
日
）

◉
理
事
会
の
主
な
内
容

• 

会
員
入
会
者
の
承
認 

、
専
決
処
分

の
報
告

• 

地
域
班
、
職
群
班
の
班
会
議
開
催
状

況
に
つ
い
て

• 

令
和
2
年
度
定
時
総
会
の
日
程
に
つ

い
て

• 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
及
び
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ
い
て

• 

令
和
2
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

• 

令
和
2
年
度
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

• 

令
和
2
年
度
表
彰
者
の
承
認
に
つ
い
て

• 

令
和
2
年
度
定
時
総
会
の
開
催
通
知
に

つ
い
て

•
専
門
部
会
等
の
報
告　

•
月
次
事
業
実
績
報
告

• 
入
会
説
明
会

　
（
12
／
10
・
11
、
１
／
14
、
２
／
10
）

• 

総
務
部
会
（
１
／
27
）

• 

就
業
部
会
（
12
／
23
、
２
／
17
）

• 

文
化
部
会
（
12
／
26
、
２
／
５
）

• 

安
全
部
会
（
１
／
30
）

• 

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
（
12
／
４
）

• 

就
業
相
談
（
２
／
７
）

新
入
会
員
紹
介▲
▲

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
（
12
／
1
〜
2
／
29
）

岡
谷
地
区
…
…
…
●

○
岡
谷
1
│
2 

田
中　
仁
之

○
み
な
と 

小
口　
和
憲

下
諏
訪
地
区
…
…
●

○
9
区 

武
田　
光
英

 　

昨
年
12
月
12
日
㈭
、
岡
谷
・
下
諏

訪
地
区
合
同
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、

令
和
元
年
度
事
業
の
反
省
と
令
和
２

年
度
の
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
全
て
の
事
業
を
岡

谷
・
下
諏
訪
地
区
合
同
で
行
う
事

に
し
ま
し
た
。

◆
令
和
2
年
度
事
業
計
画

１
、
健
康
の
集
い
…
ヨ
ガ
教
室

　
日
時
…
7
月
初
旬

　
会
場
… 

下
諏
訪
総
合
文
化
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

２
、
料
理
教
室

　
日
時
…
8
月
末
頃

　
会
場
…
岡
谷
市
長
地
公
民
館

３
、
他
セ
ン
タ
ー
視
察
研
修

　
日
時
…
11
月
初
旬

　
会
場
…
未
定

４
、
ま
ゆ
玉
工
房

　
日
時
…
10
月
頃

　
会
場
…
岡
谷
蚕
糸
博
物
館

り
よ
だ
部
性
女

り
よ
だ
部
性
女

昨年度の料理教室、ヨガ教室の様
子…

男性も参加しました。

　令和２年度の主な行事の予定をお
知らせします。今年度は、次の行事
の外に、設立35周年記念事業も行
う予定です。

⃝ 4 月 12 日　会員親睦ウォーキング

⃝ 5 月 25 日　定時総会（マリオ）

⃝ 8 月 2日　夏の奉仕活動

⃝ 10 月 3 日　秋の奉仕活動

⃝ 10 月〜11月頃　会員親睦旅行

⃝ 11月14 日・15 日
　　シルバーフェア（諏訪湖ハイツ）

⃝ 1 月 17・18 日　会員研修

⃝ 2 月中旬　就業安全推進大会

※�予定は変わる場合がありますので
　ご了承ください。

令和２年度
主な行事予定

理
事
会
だ
よ
り
（
12

〜
3

月
）

主
な
シ
ル
バ
ー
の
動
き
（
12

〜
3

月
）

（
記
事
掲
載
分
の
行
事
等
を
除
く
）

会
員
に
対
す
る
報
奨
制
度

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
友
人
や
知
人
に
入

会
を
勧
め
、こ
の
方
が
入
会
し
た
場
合
、

入
会
を
勧
め
た
会
員
に
ク
オ
カ
ー
ド

（
千
円
）
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。）

事
務
局
職
員
の
異
動

●
退
職
職
員
（
令
和
2
年
3
月
31
日
付
）

　
　
事
務
局
次
長　
中
原
淳
一　

●
新
任
職
員
（
令
和
2
年
4
月
1
日
付
）

　
　
事
務
局
次
長　
三
村
靖
夫　
　
　

本年度も各事業に男性会員の参
加

大歓迎です！
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平
成
27
年
4
月
に
入
会
し
ま
し
た
。

　
入
会
し
て
間
も
無
く
ア
ル
マ
イ
ト
関

係
の
会
社
を
紹
介
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
内
容
は
、製
品
の
移
動
、

車
へ
の
製
品
の
積
み
込
み
な
ど
が
主
な

も
の
で
、
勤
務
時
間
は
半
日
で
す
。

　
趣
味
は
、野
菜
作
り
、旅
行
、ス
ポ
ー

ツ
観
戦
な
ど
で
す
。

　
趣
味
を
い
か
し
、
健
康
管
理
に
気
を

付
け
て
、
出
来
る
だ
け
長
く
働
き
た
い

で
す
。

（
横
川
）今

井  

義
直

　
平
成
25
年
12
月
に
入
会
し
ま
し
た
。

　
入
会
以
来
一
つ
の
会
社
で
、
主
に
草

取
り
、
芝
刈
り
、
植
木
の
剪
定
な
ど
の

植
栽
管
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
海
や
湖
な
ど
で
の
釣
り
で

す
。

　
今
後
も
健
康
で
い
る
限
り
、
良
き
友

と
長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
第
10
区
）小

林  

幸
利

　

　
　
班
長
の
紹
介

　

平
成
13
年
8
月
入
会
以
来
、

武
藤
工
業
下
諏
訪
事
業
所
に
お

世
話
に
な
って
い
ま
す
。

　
武
藤
工
業
班
は
、
現
在
6
人

（
男
女
各
3
人
）
で
、
会
社
の

屋
内
外
の
清
掃
、
廃
材
や
ゴ
ミ

の
分
別
処
理
、
除
草
、
芝
生
の

手
入
れ
、
庭
木
剪
定
、
簡
単
な
修
理
、

蛍
光
管
の
交
換
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

　

勤
務
は
8
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で
で

す
。
男
性
は
10
時
ま
で
屋
内
清
掃
、
以

降
外
仕
事
。
女
性
は
概
ね
屋
内
清
掃
で

す
が
、
時
と
し
て
外
の
軽
作
業
も
助
け

合
い
な
が
ら
やって
貰
って
い
ま
す
。

　
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
安
全
第
一
が
最
優

先
で
す
が
、
流
石
シ
ル
バ
ー
と
言
わ
れ
る

様
な
仕
事
ぶ
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

■
武
藤
工
業
班

こんなところで働いています

班
長　

嶋
田 

十
三
男
　会社のシルバー詰所にて

■木工友の会
　大工の経験のある会員を中心に、木工に興味のある人
も参加して発足し、活動してきました。現在は人数も減
り、目立った活動は行っておりませんが、ぜひ興味のあ
る方々に入っていただいて、活発な活動ができるように
なればと思っています。会員のみなさんの入会をお待ち
しています。初心者の方も大歓迎です。

　 ● 活動日・時間・場所：随時
　 ● 代表者：長田正康　TEL 23－3861

■岡谷─マレット
　マレット競技は、健康づくり、会員相互の親睦と仲間
づくり、結束など、数々の利点が含まれているマナー競
技です。奥が深く、思うようにいかない人生そのものの
様な感じがします。挑戦そのものです。
　新しい会員の方を多数お待ちしています。お互いの向
上のために是非ご参加ください。

 ▶同好会・事業部会の紹介

▲岡谷湖畔公園マレットゴルフ場にて

● 活動日：毎月第 1・3 火曜日　 ● 時間：午後1時から
● 場　所：岡谷湖畔公園  マレットゴルフ場
● 代表者：倉澤　崇　TEL 22－0964

▲�木工教室の様子（H30シルバーフェア）
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12
月
9
日
㈪
、
下
諏
訪
消
防
署
に
お

い
て
、
受
講
者
19
名
の
参
加
の
も
と
普

通
救
命
講
習
会
（
3
時
間
講
習
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
署
職
員
か
ら
簡
易
応
急
手
当
と

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
を
講

義
及
び
体
験
実
習
で
学
び
ま
し
た
。

　
技
能
の
維
持
、
向
上
の
た
め
に
は
2

年
〜
3
年
毎
に
再
講
習
を
受
け
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

｢

自
分
の
命
は
、自
分
で
守
る
」、「
仲

間
の
命
は
、
仲
間
で
守
る
」
と
い
う
安

全
意
識
を
常
に
持
ち
、
安
全
・
適
正
就

業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
会

員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

事故を他人事とせず、常に安全意識を持ち事故防止に努めましょう。

※�安全の確保、適正な就業について一人ひとりが意識を持って取り組めるよう、今年度も「標語」を募集し
ます。詳細については、7月頃改めてお知らせします。多くの応募をお願いします。

令和元年度　傷害・賠償事故等の状況　（当センター分）令和2年2月末まで

日　時 性別（年齢） 作業内容 事故の内容 概　　要 原因等

5月20日（月）
14時頃

男性
（77歳） 植木剪定 植木剪定時の器

物破損賠償事故

住宅の生垣の剪定を行うため、温泉タ
ンクの架台に乗り給湯管の接合部に掴
まり作業をしていたところ、給湯管が
捥げる状態で破損してしまった。

作業場所の周囲の確認不足。

6月4日（火）
11時頃

男性
（75歳） 草刈り 飛石による器物

破損賠償事故

住宅の庭の草刈り作業を行った際、刈
払機による飛石が縦格子状の塀の隙間
をすり抜け、隣の敷地に駐車してあっ
た車のドアガラスを破損してしまった。

防護シートの設置を怠った。

講習の様子

安全・適正就業対策推進の重点目標
目標 『危険ゼロ』

1．安全ミーティングの完全実施
2．安全装備使用の徹底
3．健康診断受診及び健康体操の奨励
4．交通事故防止

「まあいいか　心の甘さ　事故のもと」

健康診断を受けましょう
〈健康管理は、安全就業の第一歩！〉

♥健康診断は、健康管理の出発点です。
♥ 自己の身体の状況を知り、適切な健康管理に努
めましょう。

♥ 生活習慣病の予防と早期発見、早期治療に心が
け、快適な生活を送りましょう。

♥ 市や町の健康診査日程に従って、
　忘れずに健康診断を受けて
　ください。

▼反射タスキの活用を！▲

　事故に遭った歩行者の方のほとんどが反射材
を着用していない状況です。
　夕暮れ時は、明暗のコントラストが弱まり人
や物が見えにくい危険な時間帯です。
　夕暮れ時や夜間の外出はできるだけ控え、外
出する場合は、明るい色の服装で夜光反射材等
を活用し、自分の身は自分で守りましょう！

（長野県警察HPより）
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見
守
る
会
の
会
員
が
、
引
き
続
き
見

守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

伏
見
屋
邸
だ
よ
り

〇 
環
境
整
備
の
取
り
組
み
（
11
╱
23
）

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
9
年
経
ち
、
古
民

家
の
雰
囲
気
が
損
な
わ
れ
が
ち
に
な

り
、
友
の
会
の
有
志
で
、
建
屋
の
南

側
に
防
腐
剤
を
塗
り
ま
し
た
。

〇  炬燵交流会を行う（1╱25）
　干し柿の材料提供と門松、
しめ飾りを頂いた夢加志会、
柿捥ぎ・中庭の木の剪定・環
境整備に取り組んでくれたシ
ルバー植木剪定班、野沢菜漬
け込み作業に参加した地域お
こし協力隊と移住者、移住希
望者の見学紹介をしてくれた
方々を招待して、友の会メン
バーと干し柿、漬け物の試食
をしました。 〇 

漬
け
物
作
り
と
後
処
理
（
12
╱
1
・
10
）

　
朝
9
時
、
伏
見
屋
の
南
側
庭
に
会

員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
移
住
者

を
合
わ
せ
て
20
人
が
集
ま
り
、
お
菜

洗
い
、
漬
け
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
に
は

漬
か
り
具
合
を
観

た
り
、
塩
で
漬
け

て
お
い
た
カ
ブ
を

伏
見
屋
の
味
に
漬

け
な
お
す
作
業
と

冷
凍
保
存
作
業
を

女
性
運
営
委
員
を

中
心
に
都
合
の
つ

く
人
に
来
て
貰
っ

て
行
い
ま
し
た
。

〇 

漬
け
物
作
り
と
後
処
理
（
12
╱
1
）

　
朝
9
時
、
伏
見
屋
の
南
側
庭
に
会

員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
移
住
者

を
合
わ
せ
て
20
人
が
集
ま
り
、
お
菜

洗
い
、
漬
け
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
に
は
漬
か
り
具
合
を
観

た
り
、
塩
で
漬
け
て
お
い
た
カ
ブ
を

伏
見
屋
の
味
に
漬
け
な
お
す
作
業
と

冷
凍
保
存
作
業
を
女
性
運
営
委
員
を

中
心
に
都
合
の
つ
く
人
に
来
て
貰
っ

て
行
い
ま
し
た
。

〇 

ひ
な
街
道
ま
つ
り
（
2
〜
3
月
）

　

伏
見
屋
邸
友
の
会
は
2
月
1

日
に
飾
り
付
け
、
2
日
か
ら
公

開
を
始
め
ま
し
た
。
手
芸
部
の

新
作
お
き
び
な
、
干
支
に
因
ん

だ
ネ
ズ
ミ
と
米
俵
の
置
物
が
目

を
ひ
き
ま
し
た
。
販
売
コ
ー
ナ

ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

3
月
1
日
は
、
ひ
な
街
道
の

日
に
あ
わ
せ
、
日
頃
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
開
館
周
年
記

念
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、

記
念
品
を
配
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
甘
酒
の

無
料
提
供
は
取
り
止
め
ま
し
た
。

〇  北小３年生の社会学習（2╱10）
　恒例の社会学習で、3年生が来邸、
昔の日常品を前に担当者の説明を聞
き入っていました。

▶︎
夢
加
志
会
か
ら
頂
い
た
門
松
と

　
し
め
飾
り

▶︎
説
明
を
聞
く
子
ど
も

▶︎
手
芸
部
の
新
作
お
き
び
な
と

　
吊
る
し
飾
り

見守りは信号・子供・自動車などの動きを
チェックしながら行います。

▲きれいになった土蔵と中庭の塀

◀︎食事風景…冷えた
　体が温まりました。

春の三角八丁は、4月18日（土）に開催
されます。
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　会員の皆さんは入会と同時にシルバー保険に
加入します。仕事の行き帰りや就業中にケガを
したときは、必ず事務局へ連絡しましょう。
■団体傷害保険
　死亡・後遺障害… 900万円
　入院（日額）… 3,000円
　通院（日額）… 2,000 円
■賠償責任保険
　対人・対物 1 億円、受託物損壊 100 万円

日　時：5月25日（月）午後 1 時 30 分～
場　所：ライフプラザマリオ（岡谷市長地権現町）

※ ５月7日（木）（予定）までに出欠席の有無を
班長さんまで報告してください。なお、欠席
される場合には、必ず「委任状」を提出して
ください。

〈令和2年4月～ 9月の予定〉
●令和2年4月18日：下諏訪町伏見屋邸
●令和2年5月23日：岡谷市長地公民館
●令和2年7月11日：岡谷市長地公民館
●令和2年9月19日：下諏訪町いきいきプラザ
　  ※�刃物研ぎ事業の予定は当センターホーム

ページにも掲載しています。

　令和 2 年度の会費の納入につきましては、次
のとおりといたしますので、ご理解とご協力を
お願いします。（昨年同様）
① 6月支給分の配分金のある方
　　お支払いする配分金から控除します。
② 6月支給分の配分金のない方
　（派遣での就業を含む）

※ 各地域の班長さんにお願いして集金に伺いま
すのでご協力ください。

植木剪定安全技能講習会
●日　時：7 月 15 日（水）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時
●場　所：水月霊園（下諏訪町）
　参加申込▶ 7 月 2 日（木）事務局まで

刈払い機等安全取扱技能講習会
●日　時：7 月 8 日（水）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時
●場　所：内山霊園（岡谷市）
　参加申込▶ 7 月 2 日（木）事務局まで

救命講習会
●日　時：12月頃
　岡谷消防署（予定）で救命講習会を開催し
ます。大切な人の命を、あなたの勇気で救
いましょう。詳細は事務局まで。

※希望者は事務局まで連絡してください。

植木剪定をする会員は受講必須とします

※講習会の内容等は変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

草刈をする会員は受講必須とします

チェーンソー等外部講習会
●日　時：12 月～ 2 月
　長野県林業センターが行うチェーンソー講
習会等の参加者に対し、受講にかかる費用の
一部を助成します。安全に作業ができるよう
受講してみませんか。詳細は事務局まで。
※希望者は事務局まで連絡してください。

ホームページの
活用を！

当センターのホームページは開設から 3年が経過しました。
会員同士のコミュニケーションづくり、同好会の
活動情報の発信などにもご活用ください。

全会員を対象とした講習会のお知らせ

シルバー保険について

刃物研ぎ事業の予定

会費の納入のお願い

定時総会のお知らせ
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■
お
く
や
み

1
月
　
岡
谷
地
区

　
　
小
林  

脩
幸
　
様

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
に
年
号
が
変
わ
っ

て
は
や
一
年
、
か
つ
て
な
い
暖
冬
が

過
ぎ
、
今
年
の
作
物
に
影
響
が
な
い

か
と
、
つ
い
つ
ま
ら
な
い
事
を
心
配

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
災

害
や
事
件
、事
故
な
ど「
今
ま
で
に
な

い
」と
か「
か
つ
て
な
い
」が
最
近
は
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
前
回
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
半
世
紀
以
上
が
過

ぎ
、
Ａ
Ｉ
だ
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
だ
と
、

暮
ら
し
方
も
考
え
方
も
当
時
と
は
全

く
変
わ
り
、
老
化
が
進
み
始
め
た
私

に
は
理
解
す
る
の
も
困
難
で
す
。

　
で
す
が
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

様
々
な
人
生
を
重
ね
て
き
た
経
験
豊

富
な
シ
ル
バ
ー
の
方
々
と
、
仕
事
や

行
事
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
、
出
会
い

を
喜
べ
る
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
が
増
え

れ
ば
…
と
思
い
ま
す
。

（
理
事
：
竹
内
良
子　
記
）

地域班名 班　長 副班長

今 井
1 原山　直文
2 宮澤　博光

間　　　 下 守屋　忠雄 原　　成実

岡 谷
1-1 伊藤　節子
1-2 丸山　勝弘

下浜・小尾口 小口　光弘
上浜・新屋敷・小口 1 小口二士夫
上浜・新屋敷・小口 2 合田登喜彦

小井川
1 古川　源司
2 岩井　敏子 笠原　智子
3 石原　昌弘

西　　　 堀 森　　幸市
み　な　と 山岡　邦敏

地域班名 班　長 副班長

第１区
1 中村　茂夫 有賀とも子
２ 千野　幸一 千野　六美

第　２　区 松本　　進 赤羽　裕二

第３区

１ 田中　道男
２ 藤森　文男
３ 篠原　　治 中野　敏富
４ 安田　英一 小林　初江
５ 今井　克也 小日向和彦

第　４　区 山﨑日出麿 宮澤恵美子
第　５　区 藤森　　博 小林　瀧夫
第　６　区 黒田　俊夫 北原美枝子

第７区
1 宮澤アキラ 武居由喜子
2 増澤　利昌 上村さき子

第　８　区 山田　巻廣 森　りつ子
第　９　区 埴原　千善 伊藤　正子
第　10　区 小林　幸利 西山みちゑ

地域班名 班　長 副班長

川 岸

1 三沢 中村　正信 田村　達子
2-1

三  沢 堀内　義博
2-2

三  沢 金山　敏男
3 橋原 秋山　幹宏
4 新倉 市川　宣義

5
駒沢・夏明 新津　勝利

中　　　 屋 国原　節子
中　　　 村 原　キミ子
横　　　 川 今井　義直 山口　　武

東 堀
1 増田実子夫
2 小杉　清人
3 坂口　芳博

令和 2 年度　地域班・職群班の正副班長が決まりました
１年間お世話になりますが、よろしくお願いします。

地　域　正　副　班　長

職　群　正　副　班　長
職 群 班 名 班　　長 副 班 長 職 群 班 名 班　　長 副 班 長

除 草 班 （岡　谷） 今井　國臣
伏 見 屋 邸 管 理 班 嶋田十三男

今井　克也
草 刈 班 （岡　谷） 伊藤　和好 今井　一喜 林　　誠子
駐 車 場 管 理 班（岡　谷） 小口　民雄 武 藤 工 業 班 嶋田十三男
ラ ラ オ カ ヤ 管 理 班 一ノ瀬一郎 大 和 電 機 工 業 班 山口　　武 武井みち子
屋 内 清 掃 班 笠原　澄子 草 刈 班 （下諏訪） 上條　　貢 宮崎　治郎
植 木 班 （岡　谷） 石原　昌弘 下 諏 訪 財 産 区 班 小林さだ子 小澤　正子
ア ピ タ 班 宮澤　　昇 山崎　政秋 駐 車 場 管 理 班（下諏訪） 中野　敏富
ク リ ー ン セ ン タ ー 班 和田　義久 水 道 検 針 班 林　　和明
除 草 班 （下諏訪） 辻藤　美男 森　りつ子 高浜健康温泉センター班 須田　　誠 新村　道雄
植 木 班 （下諏訪） 増沢　民範 釜田　正敏 おんばしら館よいさ管理班 中村　義彦 二ノ宮美晴
イ ン グ ス シ ナ ノ 班 千野　六美 今 井 邦 子 文 学 館 班 松倉　秀男

岡 谷 地 区 下諏訪地区

【太字は新任】

【太字は新任】


